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農業化学品事業説明会

２０２6年1月13日

日産化学株式会社

農業化学品事業部・物質科学研究所・生物科学研究所
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出典 MAP : NOAAGlobalTemp v6
Content : Agbio

世界の気候と食料需要
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▍世界的な気候変動 ▍人口増加に伴う食料需要増

北米：大規模な干ばつ。米国南西部
では9週連続。カナダでは国内作付
け面積の39%が被害

オーストラリア：晩春～初夏
の雨で夏期の作物生産量増

中国：冬期小麦、
好条件下で発芽開始

欧州：概ね普通～良好な条件
ただしフランス：降水過多
中央、東EU：降水不足

ブラジル：リオグランデにお
ける高温乾燥で大豆収量が
大幅減少

好・悪材料混在し、影響は限定的

出典 : FAOSTAT, WHO

インド：小麦、水稲作に
好条件の天候で、特に
小麦作付け増

穀物生産量 ： 1.2倍(23年/13年)

人 口 ： 80億人超
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出典 : AgbioInvestor2025

バイオスティミュラント

農薬合成に必要な工程数

バイオロジカル市場の伸長と高度化する農薬合成
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バイオ農薬

マーケット規模
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+11%
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高付加価値製品が世界市場ではよりプレゼンスを高めている

より高価、高度に生成された
製品が増えてきている

▍バイオロジカル市場の伸長 ▍高度化する農薬合成

出典 : AgbioInvestor2025
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農薬市場

順位 国名 ２０１９ ２０２３

１ ブラジル 10,309 16,279

２ アメリカ 7,813 10,653

３ 中国 6,481 7,857

４ アルゼンチン 2,836 3,452

５ インド 2,521 3,219

6 日本 3,412 2,838

７ フランス 2,079 2,364

８ オーストラリア 1,399 2,153

９ ロシア 1,505 1,776

１０ ドイツ 1,504 1,747

(参考) 為替レート(円/㌦) 109 141

順位 国名 ２０１９ ２０２３

１１ カナダ 1,586 1,726

１２ イタリア 1,196 1,370

１３ メキシコ 903 1,278

１４ スペイン 1,070 1,092

１５ イギリス 687 896

１６ ベトナム 705 863

１７ チリ 553 737

１８ ルーマニア 551 708

１９ 韓国 711 ６７２

２０ ポーランド 514 603

世界合計 59,279 74,806

2019年と比較した表に更新

▍国別農薬市場規模(＄M)

出典 : AgbioInvestor
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農薬市場における日産化学のポジション

順位 メーカー シェア

１ 日産化学 1７%

２ シンジェンタ １３%

３ 住友化学 １１%

４ 三井化学クロップ＆ライフソリューション １１%

５ クミアイ化学工業 １０%

６ バイエルクロップサイエンス ９%

７ 北興化学工業 ８%

８ BASFジャパン ７%

９ 日本農薬 ７%

１０ 日本曹達 ６%

順位 メーカー

１ Syngenta

２ Bayer

３ BASF

４ Corteva 

５ UPL

6 FMC

7 Aｄａｍａ

８ Sumitomo Chemical
・
・
・

・
・
・

1３ Kumiai Chemical

15 Nihon Nohyaku

17 Mitsui Chemicals CLS

1９ Nissan Chemical

２２ Nippon Soda

出典 ：農薬要覧(2023年)より推定

出荷金額で国内業界1位を継続 (2015年～)

▍海外農薬市場 ▍国内農薬市場

出典 : AgbioInvestor2024
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Nissan Chemical America 
Corporation
(1989～)

Nissan Chemical Agro Korea Ltd.
(2005～)

Nissan Chemical Do Brasil
(2016～)

Nissan Bharat 
Rasayan Pvt. Ltd.
(2020～)

Nissei Corporation 
Vietnam Co., Ltd
(2012～)

Nissan Agro Tech 
India Pvt. Ltd.
(2017～)

NCK Co., Ltd.
(2001～)

Nissan/Gowan Joint Venture
(2004～)

Nissei International 
(Thailand) Co., Ltd.
(2012～)

Nissan Chemical
Agro Singapore
2024～

(2025～) (2011～)

Nissan Chemical 
Product(Shanghai) Co., Ltd.  
(2014～)

Nissan Chemical 
Taiwan Co., Ltd.
(2010～)

Nissan Chemical Europe S.A.S.
(2002～)

農業化学品事業部 海外拠点

Nissan Bharat 
Rasayan Pvt. Ltd.

NBRの最新の写真を入れる
色分けの定義を注釈で入れる

日産拠点

日星拠点

合弁会社
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事業環境

⚫ 海外市場の需要増加、国内市場の成熟

⚫ 新規農薬の開発コスト増、登録制度の厳格化

⚫ 化学農薬からバイオ農薬への転換

⚫ 各社M＆Aにより規模拡大、研究開発力を強化

▍農業化学品事業を取り巻く環境
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農業化学品セグメント 成長戦略

▍更なる成長に向けた主要戦略

⚫ パイプライン強化： ライゾニック(NC-656)、プレシオ(NC-520)、新規剤(殺虫・殺菌・動物用寄生虫)

⚫ コストダウン： サプライヤー再考、製造工程見直し、新法導入

⚫ バイオ農薬： 自社開発力向上、他社資本参加、生産拠点立上げ、販売体制整備、新剤上市

⚫ M&A・製品買収： 国内外でのM&A・製品買収を積極的に実行

（億円）

638

959
182

259

▍売上高･営業利益 成長イメージ

(億円)

売上高 CAGR 

20年-25年 +9%

30年-35年 +6%

20年-35年 +6%

営業利益 CAGR 

20年-25年 +7%

30年-35年 +6%

20年-35年 +5%

https://jp.mitsuichemicals.com/content/dam/mit

suichemicals/sites/mci/documents/release/202

5/event_251217.pdf
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市場別 主要戦略

国内農薬
⚫ 国内販売シェア1位の堅持

⚫ 新規剤投入による更なる持続的成長、シェア拡大

ラウンドアップ ⚫ 拡大する市場への独自散布技術提案による販売拡大

海外農薬 ⚫ 高付加価値剤を市場に提供、ジェネリックとの差別化を図る

動物薬
(フルララネル)

⚫ MAH※1社の新製品による市場拡大

⚫ 原薬製造コスト低減によるジェネリック対抗

※１ 米国メルク社のアニマルヘルス事業部門、MSD Animal Health 社の略称  

⇒ p13-p14

⇒ p15-p17

⇒ p19-p22

⇒ p23-p24
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除草剤

殺虫剤
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殺虫殺菌剤

その他

2016

農年
2017

農年
2018

農年
2019

農年
2020

農年
2021

農年
2022

農年
2023

農年
2024
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国内農薬: ポートフォリオと売上高推移

▍2024農年 ポートフォリオ (農年:10月～9月)

国内農薬市場 構成比
当社一般農薬 売上高構成比

(ラウンドアップを除く)

▍当社一般農薬 売上高推移
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国内農薬: アルテア/ベルダー、新剤計画

製品名 分類
開発
ルート

施策

ベルダー 除草剤 自社
自販： 30年までに４剤を投入を計画
外販： 積極的な導出で伸張

ライゾニック
(イプトリアゾピリド)

NC-656
除草剤 自社

抵抗性イネ科雑草に優れた効果を持つ、
当社初の水稲用茎葉除草剤

プレシオ
(フェンメゾジチアズ)

NC-520
殺虫剤

共同
開発

BASF社との共同開発の新規水稲用殺虫剤、
ウンカ類への効果が高い

その他 導入 2030年までに導入3剤を市場に投入予定

▍ベルダー、新剤計画

▍アルテア/ベルダー、新剤計画 売上高推移

2024年度

実績

2025年度

予想

2030年度

イメージ

2024年度

実績

2025年度

予想

2030年度

イメージ

他新剤

アルテア/ベルダー

Vista2027 StageII (2025年5月時点) 見直し計画 (2026年1月時点)

更新
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ラウンドアップ: 売上高推移

ラウンドアップ 売上高推移(ML、 AL)

2016年度

実績

2017年度

実績

2018年度

実績

2019年度

実績

2020年度

実績

2021年度

実績

2022年度

実績

2023年度

実績

2024年度

実績

2025年度

予想

2030年度

イメージ

ML

AL

値上げ

流通在庫
調整

CAGR +3% 

(2025年- 2030年)

これまで着実な売上高成長を遂げており、今後も堅調な成長を見込む
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ラウンドアップ: 成長の源泉

乾田直播

2027年度 政府の補助金支給
により面積拡大が加速

飼料作物

2027年度 水田活用直接支払交付金
の見直しにより飼料作物の栽培拡大へ

ラウンドアップマックスロード専用の散布ノズル

「ULV5」による省力化提案

▍ 農業生産者の省力化に貢献

道路 耕作放棄地

▍ 一般家庭向けAL販売流通の最大化

⚫ ホームセンター、ドラッグストア販売の最大化

⚫ スーパーマーケット流通への商品導入拡大

⚫ EC、事業系ECへのサポート強化

2021農年 2022農年 2023農年 2024農年 2025農年

ラウンドアップEC市場売上推移

2020農年 2021農年 2022農年 2023農年 2024農年 2025農年200L Drum

▍ 国によるサポート強化場面での市場獲得 ▍ 緑地・耕作放棄地における事業を通じた社会貢献

ULV5ブーム用発売後の200Lドラム販売量推移

発売前→2025年 +50%

+17%
+24%
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ラウンドアップ: ビジネスリスクへの対応

ラウンドアップの安全性に関するSNS等での誹謗中傷問題

2018年 IARC(国際がん研究機関)がグリホサートを

「グループ2A(ヒトに対しておそらく発がん性がある)」に分類以降

年間数十万件のネガティブ投稿

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

⚫ 対応リスト

2024年2月 ラウンドアップの安全性公式X開設

2024年3月 誹謗中傷に対する法的措置検討開始

2024年8月 発信者情報開示請求実施

その後警告文、投稿削除要請送付

2025年3月 未対応の複数名に対し訴訟提起

2025年8月 当社勝訴または和解よる和解金受領

⚫ 各対応について公式Xにて発信

▍年間ネガティブ投稿数の推移

ラウンドアップの現状説明会資料
(2020年1月22日発表)

参考

▍誹謗中傷への対応

2022年 2023年 2024年 2025年

▲24%
▲47%

▍訴訟後のネガティブ投稿数(起訴前後各年2月～8月)

https://www.nissanchem.co.jp/news_release/news/n2020_01_23.pdf
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農機F社

農機E社

農機D社

農薬C社

農薬B社

農薬A社

日産化学/ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟALｼﾘｰｽﾞ

日産化学/農業応援Tube

⚫ 登録者数23万人/10万人の自社メディアを保有

   →ユーザーに直接メッセージを送れる

⚫ 業界への影響力

   →日本農業新聞 購読者数 25.9万人

参考： 公式YouTubeチャンネル登録者数(２５年１２月時点)

農業応援Tube      ラウンドアップAL 

(万人)
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年度

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

海外農薬： 自社開発製品・買収製品ポートフォリオの販売推移

継続的に新剤・買収剤市場投入

混合剤・新規市場・用途開発による持続的成長

▍海外農薬自社・買収製品ポートフォリオの販売推移

グレーシア

ライメイ

買収製品（パルサー、クィンテック、ダイセン）

自社開発製品（タルガ、シリウス、サンマイト、パーミット、スターマイト、アルテア）
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2028

暦年

中東・アフリカ

欧州

アジア

米州

海外農薬: 農薬市場、製品展開

緑網掛 : 販売開始後5年以内

(10億$)

出典: AgbioInvestor2021-25

市場
規模

当社製品

除草剤 殺虫剤 殺菌剤

タ
ル
ガ

パ
ー
ミ
ッ
ト

シ
リ
ウ
ス

ア
ル
テ
ア

ベ
ル
ダ
ー

Ｎ
Ｃ
ー
６
５
６

サ
ン
マ
イ
ト

ス
タ
ー
マ
イ
ト

グ
レ
ー
シ
ア

ラ
イ
メ
イ

パ
ル
サ
ー

ダ
イ
セ
ン

ク
ィ
ン
テ
ッ
ク

米州 ○ ○ ○ ○ ○

アジア ○ ○ ○

欧州 ○

○ ○ ○ ○ ○

橙網掛※ :上市計画品。○、◎は2030年までの予想

27Fは削除
濃い青＝米州を表示
緑のハイライトは不要
注釈も消す

CAGR +1.4%

(2022年-2028年)

▍世界の農薬市場は堅調に推移 ▍当社はアジア中心に重要セグメントを展開

地域 米州 アジア 欧州
中東･
アフリカ

市場規模 2025 (百万$) 35,613 19,519 13,851 2,565

当
社
製
品

除
草
剤

タルガ ✓ ✓ ✓

パーミット ✓ ✓ ✓ ✓

シリウス ✓ ✓

アルテア ✓

ベルダー ✓

ライゾニック ✓ ✓

殺
虫
剤

サンマイト ✓ ✓ ✓

スターマイト ✓ ✓ ✓

グレーシア ✓ ✓

殺
菌
剤

ライメイ ✓ ✓ ✓ ✓

パルサー ✓ ✓

ダイセン ✓

クインテック ✓ ✓ ✓ ✓

※1 緑網掛: 上市予定製品
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2025年度

予想

2030年度

イメージ

アジア 欧州 米州

2025年度

予想

2030年度

イメージ

CAGR 6.1%

2025-2030

CAGR
7.3% 2025-2030

CAGR
7.7%

除草剤 殺虫剤 殺菌剤

CAGR +9%
CAGR +9%

CAGR +3%

2025-2030

CAGR
8.6%

2025-2030

CAGR
3.0%

2025-2030

CAGR
8.6%

海外農薬: 売上高イメージ、地域別･剤別

27年度は削除

CAGR +7%
(2025年-2030年)

2030年までに+41%成長

▍海外農薬 売上高イメージ ▍地域別 売上高イメージ (CAGR 2025年 - 2030年)

▍剤別 売上高イメージ (CAGR 2025年 - 2030年)

CAGR 7.3%

CAGR 7.7%

CAGR +6%

CAGR +7%

CAGR +8%
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海外農薬: 地域別の重点施策

アジア 

CAGR +6% 

(2025年-2030年)

⚫ グレーシアのインド、韓国、東南アジアでの拡販・新規国上市

⚫ インドのタルガジェネリック差別化

⚫ ベルダー、ライゾニックの上市

欧州

CAGR +7% 

(2025年-2030年)

⚫ ライメイの複数マルチ企業混合剤向け拡販

⚫ バイオ資材導入検討

米州

CAGR +8% 

(2025年-2030年)

⚫ 提携先協業強化、適用拡大による既存剤拡販

⚫ ライゾニックの上市

その他地域 ⚫ 中東・アフリカでのグレーシア、ライメイの拡販・新規国上市
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動物薬： 寄生虫薬市場

薬用飼料

添加物
10%

ワクチン
30%

抗菌薬 

13%

寄生虫薬 

26%

その他医薬品 

21%

2024 Total: ＄41,420M

⚫ 寄生虫薬市場は今後も安定成長を見込む

⚫ 外部寄生虫薬(約50%)から内外部寄生虫薬
へのシフトが加速すると予測

⚫ ジェネリックはOTC市場が中心
    ブラベクト®(処方薬)への影響は限定的と予想

▍動物薬市場 ▍寄生虫薬市場推移

▍他社製品事例： 特許失効後シェア推移
+5%

+6%

外部

53%
内外部

27%

内部
20%

※１ 外部： 外部寄生虫に効果を示す寄生虫薬 (例： ノミ、マダニ、シラミなど)
※２ 内部： 内部寄生虫に効果を示す寄生虫薬 (例； フィラリア、鉤虫、回虫など)
※３ 内外部： 外部・内部寄生虫の両方に効果を示す寄生虫薬

※２ 

※1

※3

▍寄生虫薬市場構成 (2022年)
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動物薬： フルララネル

更新済み：MSD→MAHなど、IR資料の表記に合わせた
未更新：グラフの年度には、実績、予想、イメージを付けたい。

原薬・RR比率をぼかすために、波線（省略線）を入れるか？

▍MAH社の新製品開発状況

1. BRAVECTO® Quantum(注射剤)：効果が12か月持続する超長期作用型
上市時期：欧州＝2024年、米国＝2025年、日本＝登録申請済み
獣医チャネルでのプレミアムポジション確保、長期作用型市場の先駆け

2. BRAVECTO® TriUNO(3成分合剤)：MAH社初のトリオ製剤(フルララネル＋モキシデクチン＋ピランテル)
上市時期：欧州＝2025年、米国＝2026年、日本＝登録申請済み
内外部寄生虫市場での競争力強化、Simparica Trio等への対抗

3. その他フルララネル新製剤(複数)：ペット分野・家畜分野を対象
ポートフォリオ拡充によるLCM(ライフサイクルマネージメント)、ブランド価値の維持

4. 新規寄生虫薬(当社との共同開発)
耐性問題への対応、フルララネルとの包括的寄生虫防除ソリューションの実現

▍当社のフルララネル売上高の構成

MAH※1社へのフルララネル原薬販売 ＋ MAH社からのランニングロイヤリティ(RR)

▍2023～2030年度 フルララネル売上高推移イメージ（RR含む）

売上高推移イメージの前提(当社推定)

⚫ 国別の特許の延長・失効を織り込む

⚫ 原薬販売は独占契約延長により堅調に推移

⚫ 2026年度以降の想定為替レートは140円/㌦

⚫ ブラベクト®及びエグゾルト®の新製品上市に伴う

 販売増は織り込んでいない

※１ 米国メルク社のアニマルヘルス事業部門、MSD Animal Health 社の略称

2023年度

実績

2024年度

実績

2025年度

予想

2026年度

イメージ

2027年度

イメージ

2030年度

イメージ
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新製品・パイプライン

⚫ ベルダー  ⇒p27-p28

⚫ ライゾニック  ⇒p29-p30

⚫ プレシオ   ⇒p31

⚫ 農薬新剤 創製研究   ⇒p32
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・特徴
・スケジュール
・ピーク時売上目標
の並びになるように整理した

新製品・パイプライン： ベルダー

⚫ 水稲用除草剤

⚫ イネへの優れた安全性があり、

    抵抗性ホタルイや難防除雑草クログワイに高い効果を持つ

⚫ 2024年度に日本で上市、韓国向け開発中

⚫ ピーク時売上高目標：60億円
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新製品・パイプライン： ベルダー 上市初年度の評価

銀河α 1㌔粒剤対照A 1㌔粒剤

～アンケート集計結果(使用満足度)～

生産者から高い評価を得た

333
381

42

44
6

5

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

×

△
〇

87%
89%

不満足

どちらでもない

満足
新潟県上越市
田植日：2025年5月3日
処理日：2025年5月10日
品種：コシヒカリ
処理時稲葉齢：2.5葉期
調査日：2025年６月７日(28DAT)

2025年を追加
Confidentialを削除
「剤」を削除
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⚫ 水稲用茎葉除草剤

⚫ HPPD阻害で薬剤抵抗性系統を含むイネ科雑草に高い効果を発揮

⚫ 移植栽培・直播栽培の両方に適用可能 → 世界各国で開発

⚫ 直播栽培は、労働力省力化・水使用量削減・メタン排出量減少に寄与

   生産性向上と環境負荷低減の両立に貢献する新たな選択肢

⚫ 2027年度上市予定

⚫ ピーク時売上高目標150億円(従来１００億円から上方修正)

新製品・パイプライン： ライゾニック

・特徴
・スケジュール
・ピーク時売上目標
の並びになるように整理した
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新製品・パイプライン： ライゾニックの効果発現 - タイヌビエ -

30

散布当日(０日) ３日後 ７日後 １４日後 ２１日後

～処理区～

～無処理区～

・写真のサイズを調整した
・枠線で青が入っていたのでな
しにした
・タイトルはライゾニック
「SC」はわからないので、
変えた
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新製品・パイプライン： プレシオ

⚫ BASF社創製・戦略的提携による国内共同開発中の新規殺虫剤

⚫ 位置付け：水稲用箱剤の殺虫成分

⚫ ウンカ類、ツマグロヨコバイに卓効

＋イネミズゾウムシ、イネドロオイムシ等の初期害虫にも有効

⚫ 自社混合剤開発によるポートフォリオの充実、他社への積極導出

⚫ 202８年度上市予定

⚫ ピーク時売上高目標25億円(混合剤を含む)

https://www.nissanchem.co.jp/eng/news_relea

se/release/en2025_10_17.pdf

・特徴
・スケジュール（「24年申請」は削除）
・ピーク時売上目標
の並びになるように整理した
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新製品・パイプライン： 農薬新剤 創製研究

水稲用除草剤
ライゾニック

殺菌剤 A 

殺虫剤 A
除草剤 B 

除草剤 A 

殺菌剤 B 動物薬リード

除草剤リード 水稲用殺虫剤
プレシオ

テ
ー
マ
設
定

登録
認可
上市

開
発
判
断

初期開発リード創製 本格開発一
本
化

最適化

殺虫剤リード

殺菌剤リード

殺菌剤・・・主に糸状菌の感染により引き起こされる病害の防除剤

うどんこ病イネいもち病 ダイズさび病

殺虫剤・・・主に昆虫による食害・吸汁害の防除剤

ハスモンヨトウ アブラムシ

除草剤・・・雑草の繁茂を防ぐ薬剤

動物薬・・・寄生虫防除剤

早期に安全性プロファイリングを実施

リード化合物の質・量の充実

CADD等利用したドラッグデザイン

アウトソーシングを活用し、合成効率化

アザミウマ ハダニ

灰色かび病

イヌビエ イヌホタルイ コナギ

対象病害虫以外の写真も追加
動物薬文言変更

殺菌剤A： 市場規模＄3,000Mへ投入   殺虫剤A： 市場規模＄2,000Mへ投入
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2029年：グローバル市場$9,606M予想 (2024年：$5,988M, CAGR +10%)

⚫ 有機農作物の需要の高まり

⚫ 「グリーン」法規制
化学農薬依存脱却、環境負荷軽減をうたい各国でバイオロジカル製品に注目

⚫ 厳格な法規制
化学農薬廃止による選択肢減、バイオロジカル資材のニーズ及び登録承認が加速

⚫ 技術革新
従来の化学製品に比べて明らかに効果が低かったが、
新しい製剤技術や新規有効成分(ペプチド、RNAiなど)
によって化学製品と同等の効果を持つ資材も創出

出典：AgbioInvestor

「微生物＋培養液(代謝物)」からなる
化学保護殺菌剤と同等以上の効果を
有するバイオ資材の開発を目指す

▍キードライバー

バイオ農薬： バイオロジカル市場予測
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バイオ農薬： グローバル及びブラジルバイオ農薬市場

⚫ブラジルは世界市場の19％を構成

⚫ブラジル市場 CAGR+１９％(23年-28年)

⚫その他、規制面(登録審査期間、農家自家培養)などの優遇あり

参考：ブラジル市場 2023年 ＄365M、2028：$866M

出典：AgbioInvestor

バイオ農薬市場はグローバルでも拡大しており、中でもブラジル市場の成長が著しい
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バイオ農薬： Innova投資意義

液体培養プラント
スケールアップ後の商業生産のための専任スタッフあり

▍現地商業生産

⚫ バイオ事業では化学農薬とは異なるチャネルを持つことが重要

⚫ Innovaは5つの支社でブラジル17州での販売チャネル保有(全26州)

⚫ 今後IHARAの販売チャネル・顧客も取り込み更なる強化が見込める

⚫ ボリビア、パラグアイへの展開も可能

▍販売チャネルの獲得

⚫ 液体・固体培養での複数バイオ製品ラインナップの確かな製造実績・知見

⚫ 将来的な設備導入や事業拡張にも柔軟に対応可能な十分なスペースを保有、成長に  
伴うニーズにも継続的に対応できる体制

さらに、Innovaの製品を当社ブラジル子会社(NCB)

が南米各国に拡大
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バイオ農薬： 今後の展開

菌株ライセンス

培養法確立(済)

製剤処方確(済)

登録データ作成

登録ホルダー

商用生産

販売

スケールアップ

(培養・製剤)

技術サポート

登録サポート

液体培養プラント
1,000L & 5,000L

液体培養パイロット機
100L

ジャーファーメンタ
10L

バイオ農薬開発においてIHARA、Innovaとの連携を強化
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バイオ農薬： 開発戦略

導入

共同開発

共同研究

研究体制(基盤、創製、開発、製剤、培養)、製造、登録、販売ルートの構築

既存剤導入検討 ⇒ 拡販・販売ルート、登録制度
(グループ会社へもアクセス)

自社・他社ライブラリー最適化

バイオ農薬創製研究、マイクロバイオーム解析技術、新技術導入

日産化学 微生物研究チームの立ち上げ・強化 (生物科学研究所 バイオロジカルG)
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参考： 過去の買収・導入・出資実績

年 製品名 備考

 

(チフルザミド)  

GOWAN社より導入

TM／エクシードTM

TM  

(キノキシフェン) 

UPL社より導入

(マンゼブ) 

NBR）
Rasayan社との合弁

(Innova)
社との共同出資

年 製品名・会社名 備考

2002年 ラウンドアップ 米国モンサント社より国内事業を買収 

2009年 パルサー(チフルザミド) 米国ダウ社より世界事業を買収 

2014年 エクシレル®／プリロッソ® 米国デュポン社より導入

2015年 トレファノサイド® 米国GOWAN社より導入

2016年 ネクスター® スイスシンジェンタ社より導入

2017年
トランスフォームTM／エクシードTM

／ビレスコTM 米国ダウ社より導入 

2019年 クインテック(キノキシフェン) 米国コルテバ社より世界事業を買収

2019年 スタム インドUPL社より導入

2020年 ダイセン(マンゼブ) 米国コルテバ社より日本・韓国事業を買収

2020年
インド・農薬原体製造会社
への出資（NBR）

Bharat Rasayan社との合弁

2025年
ブラジル・バイオ製造販売会社
への出資(Innova)

IHARA社との共同出資
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免責事項・著作権

本資料に記載されている将来の当社事業に関する見通しは、資料作成時点で

入手可能な情報に基づいて当社が判断したものであり、将来の当社業績を保証

するものではありません。様々な不確実要素により、実際の業績は予測と大き

く異なる結果になる可能性があります。

また、本資料は投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する決定

は、利用者ご自身のご判断で行われるようお願いします。

本資料に掲載されている全てのコンテンツは、日産化学株式会社が所有して

います。


